


唇顎口蓋裂者においては日常臨床上、欠如歯あるいに過剰歯など、歯数の異常をしばしば

認める。今年は昨年の報告においても頻度が最も高い片側性唇・顎・口蓋裂患者について、

上下顎歯数の異常、および裂の部位と同部の歯との関係を調査した。さらにこのうちより

乳歯列から永久歯列への交換の様相が連続的に観察可能な症例については乳歯から永久歯

への推移の状態を検討した。 


